
納税通知書が届きましたら、必ず開封して内容をご確認ください。
間違いやご不明な点などお気付きの際にはお問い合わせください。

保険料
（年額）

限度額55万円

均等割額
１人当たり
3万5300円

所得割額
（前年中の総所得金額等 － 基礎控除額33万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　× 所得割率7.15％

◆ 保険料の軽減制度

均等割額の軽減

●普通徴収（納付書払い・口座振替）の方
　7月～翌年3月の9回で納めていただきます。保険料額は7月中旬に個人宛にお知らせします。
●前年度より継続して特別徴収（保険料の年金天引き）の方
　年金支給日に保険料を天引きします。
　仮徴収期間（4、6、8月）・・・・・・
　
　本徴収期間（10、12、翌年2月）・・・

●今年度から特別徴収となる方
　特別徴収が開始となる月以降の年金支給日に保険料を天引きします。
　特別徴収が開始される際には「特別徴収開始通知書」をお送りしお知らせします。

平成24年度の保険料（4月～翌年3月の12か月分）については、
下記の３通りの納付方法で納めていただきます。

◆ 保険料の計算方法

平成24・25年度の保険料率は、
これまでと変わりません。

平成24・25年度の保険料は、
「均等割額」が1人当たり3万5300円、
「所得割率」が7.15％となり、
これまでの保険料率を据え置きます。

原則、平成24年2月の徴収額と同額を3回納めて
いただきます。
確定した年間保険料額から仮徴収された額を差し
引いた残額を３回に分けて納めていただきます。
天引き額は9月初旬までにお知らせします。

※　特別徴収（年金からの納付）を希望しない方は、手続きにより「口座振替」を選択できます。

同一世帯内の被保険者および世帯主の所得の合計

33万円以下かつ被保険者全員が年金収入８０万円以下
（他に所得なし）の世帯

33万円以下の世帯

33万円＋（世帯主を除く被保険者数×24万５千円）以下の世帯

33万円＋（被保険者数×35万円）以下の世帯

9割

8.5割

5割

2割

３，５３０円

５，２９５円

１万７，６５０円

２万８，２４０円

軽減割合 軽減後の均等割額（年額）

所得割額の軽減

被保険者本人の所得状況

賦課のもととなる所得金額が５８万円以下（総所得金額等 － 基礎控除額33万円 ＝ 58万円以下）
※年金収入のみの場合は、年額211万円以下

被保険者個人の所得状況に応じて「所得割額」が軽減されます。

世帯の被保険者と世帯主(被保険者でない方も含む)の所得状況に応じて「均等割額」が軽減されます。

５割

軽減割合

後期高齢者医療制度
　　　　のお知らせ
お問い合わせ

市役所税務課　市民税係　☎63－5110
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新
潟
県
で
は
、
在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高

齢
者
や
重
度
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
で
、

歯
科
医
院
へ
通
院
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
で

も
歯
科
保
健
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
歯
科
医
師
会
と
協
力
し
、
訪
問
歯
科

健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
科
医
師
と
歯
科
衛
生
士
が
ご
自
宅
を
訪

問
し
、
歯
科
健
診
を
行
う
と
と
も
に
歯
や
口

腔
に
関
す
る
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
（
無

料
）

　
な
お
、
健
診
の
結
果
、
治
療
が
必
要
で
あ

る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
引
き
続
き
ご

自
宅
で
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可

能
で
す
。
（
保
険
診
療
と
な
り
有
料
で
す
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
保
健
所
　
☎
74
―
３
４
０
３

　
24
年
度
の
健
診
に
必
要
な
『
特
定
健
康
診

査
受
診
券
』
を
３
月
末
に
お
送
り
し
ま
し
た
。

　
協
会
け
ん
ぽ
（
全
国
健
康
保
険
協
会
）
で

は
、
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
の
ご
家
族
の
う

ち
、
40
歳
か
ら
74
歳
の
方
を
対
象
に
健
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
住

民
健
診
（
集
団
健
診
）
会
場
、
ま
た
は
協
会

け
ん
ぽ
と
契
約
し
て
い
る
健
診
機
関
で
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
24
年
３
月
末
に
お
勤
め
さ
れ
て
い
る
方
の

事
業
所
宛
に
『
特
定
健
康
診
査
受
診
券
』

（
以
下
「
受
診
券
」
）
を
お
送
り
し
ま
し
た

の
で
、
健
診
を
受
診
の
際
に
は
必
ず
「
受
診

券
」
「
保
険
証
」
「
自
己
負
担
金
」
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
退
職
等
に
よ
り
保
険

証
を
お
使
い
い
た
だ
け
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
受
診
券
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
24
年
１
月
以
降
、
新
た
に
協
会
け
ん
ぽ
に

加
入
さ
れ
た
ご
家
族
の
方
は
、「
受
診
券
」

の
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。
交
付
ま
で
に

は
、
１
〜
２
週
間
程
度
の
期
間
を
要
し
ま

す
の
で
、
受
診
さ
れ
る
日
ま
で
に
十
分
な

余
裕
を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　

協
会
け
ん
ぽ
新
潟
支
部 

保
健
グ
ル
ー
プ
　

☎
０
２
５
―
２
４
２
―
０
２
６
４

 

お
わ
び
と
変
更

　
３
月
25
日
発
行
「
市
報
さ
ど
お
知
ら
せ
版

３
月
号
」
５
ペ
ー
ジ
の
、
「
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
会
の
開
催
」
に
つ
い
て
、
日
時
を
変
更

し
ま
す
。
４
月
23
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
変

更
後
は
４
月
23
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
の
事
項
に
つ
き
ま
し

て
は
、
掲
載
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
お
申

し
込
み
を
さ
れ
る
方
は
、
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ  

佐
渡
保
健
所 
☎
74
―
３
４
０
３

発達障がいなどを抱える子どもの親

を対象とした子育て勉強会です。子ど

もの行動特徴を客観的に観察し、対

応のコツをみんなで話し合いながら

学びます。

開催時期　5月から（月2回・計10回）

　　　　　午後3時～5時

会　　場　金井小学校

参 加 費　１家族2,000円（資料代など）

申込期限　4月20日（金）までに申込書

　　　　　を提出してください。

　詳細はお問い合わせください。

お問い合わせ　市役所社会福祉課　

　児童家庭支援センター

　☎63－5222

★
面
談
方
式
で
す
。

　
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
23
日（
月
）〜
27
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
　
　
　

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相

続
、
担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登

記
問
題

・
建
物
の
新
築
、
増
築
に
つ
い
て
の
手

続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等

の
ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己

破
産
等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地

間
の
も
め
事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離

婚
、
内
縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生

前
贈
与
・
遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・
死

因
贈
与
・
信
託
・
財
産
管
理
委
任
契

約
等
の
手
続
き
）

そ
の
他
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

☎
55
―
３
１
１
７

福
　
祉
　
健
　
康

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
の

ご
家
族（
40
歳
〜
74
歳
）の
皆
さ
ま
へ

訪
問
歯
科
健
診
事
業
の
ご
案
内

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
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障
が
い
者
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族
が
障
が

い
者
の
た
め
に
使
用
す
る
車
の
軽
自
動
車
税

等
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
軽
自
動
車
・
普
通
自
動
車
の
い

ず
れ
か
一
台
で
、
事
業
用
の
も
の
は
除
き
ま

す
。

●
対
象
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
障
が
い
の
程

度
が
一
定
の
範
囲
に
該
当
す
る
方

●
対
象
車
両

⑴
障
が
い
者
が
所
有
し
、
障
が
い
者
本
人
が

運
転
す
る
も
の

⑵
18
歳
未
満
の
障
が
い
者
と
生
計
を
と
も
に

す
る
家
族
が
所
有
・
運
転
し
、
障
が
い
者

の
通
院
・
通
学
等
に
使
う
も
の

⑶
障
が
い
者
が
所
有
し
、
生
計
を
共
に
す
る

家
族
が
運
転
し
て
障
が
い
者
の
通
院
・
通

所
等
に
使
う
も
の
（
精
神
「
１
級
」・
知
的

障
害
者
「
Ａ
」
の
場
合
は
、
障
が
い
者
所

有
で
な
く
て
よ
い
。
）

●
必
要
書
類
な
ど
　
納
税
通
知
書
、
自
動
車

検
査
証
ま
た
は
標
識
交
付
証
明
書
、
運
転

免
許
証
（
運
転
さ
れ
る
方
の
も
の
）
、
身

体
障
害
者
手
帳
等
（
原
本
）
、
印
鑑

【
自
動
車
税
の
減
免
申
請
で
家
族
が
運
転

す
る
場
合
、さ
ら
に
必
要
と
な
る
書
類
】

　
　
同
一
生
計
証
明
書
（
市
役
所
障
が
い

福
祉
窓
口
で
交
付
）、
通
院
・
通
学
等
の

証
明
書（
各
病
院
・
学
校
等
で
交
付
）

●
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

そ
れ
ぞ
れ
次
の
期
間
中
に
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。
（
減
免
を
受
け
た
い
車
の
税
の

種
類
に
よ
っ
て
、
申
請
期
間
と
担
当
窓
口

が
違
い
ま
す
。
）

・
軽
自
動
車
税
　

　
申
請
期
間
　
納
税
通
知
書
を
受
け
取
っ
た

　
日
か
ら
５
月
24
日
（
木
）
ま
で

　
担
当
窓
口
　
市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

　
　
☎
63―

５
１
１
０
　
ま
た
は
各
支
所
・

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
税
務
窓
口

・
自
動
車
税
　

　
申
請
期
間
　
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
（
木
）

担
当
窓
口
　
佐
渡
地
域
振
興
局
県
税
部
収
税

　
課（
相
川
二
町
目
浜
町
）☎
74―

３
３
１
０

　
平
成
23
年
分
申
告
所
得
税
、
個
人
事
業
者

の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
振
替
日
は
次

の
と
お
り
で
す
。

振
替
日
　

・
申
告
所
得
税
　
　
　
　  

４
月
20
日
（
金
）

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税 

４
月
25
日
（
水
）

　
２
〜
３
日
前
に
は
、
預
貯
金
口
座
の
残
高

を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
預
貯
金
不
足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
預
貯

金
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
で
き
な
い
と
、
法

定
納
期
限
の
翌
日
（
所
得
税
は
３
月
16
日
、

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
４
月
３
日
）
か

ら
納
付
の
日
ま
で
の
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
平
成
23
年
分
確
定
申
告
書

の
提
出
が
遅
れ
た
方
は
、
直
接
金
融
機
関
の

窓
口
で
の
納
税
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
（
期
限
後
の
申
告
及
び
修

正
申
告
に
つ
い
て
は
、
振
替
納
税
は
で
き
ま

せ
ん
。
）
。

お
問
い
合
わ
せ
　

佐
渡
税
務
署
　
☎
74―

３
２
７
６

（
自
動
音
声
案
内
「
１
」
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
）

乳幼児期以
前の非進行
性の脳病変
による運動
機能障がい

ヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能障
がい

税
身
体
障
が
い
者
等
を
対
象
に

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す

平
成
23
年
分
　

確
定
申
告
振
替
納
付
日
の
お
知
ら
せ

障がいの区分

視覚障がい

聴覚障がい

平衡機能障がい

１～３級、４級の１項まで

２～３級まで

３級

1～2級の2項まで

1級、2級（第一種(両上肢)は対象、第二種
(一上肢)は対象外）

1～3級の1項まで

1～3級1～3級、5級

1～6級

1級、3級

1～3級

－

－

療育手帳の障がい程度「A」

精神障害者保健福祉手帳
「１級」

3級(喉頭摘出に限る)

機能の障がい

上肢不自由

心臓機能障がい

じん臓機能障がい

呼吸器機能障がい

小腸機能障がい

肝臓の機能障がい

知的障がい

精神障がい

下肢不自由

上肢
機能

移動
機能

体幹不自由

音声機能、言語機能、
またはそしゃく

ぼうこうまたは
直腸の機能障がい

障がい者本人が
運転する場合

生計を一にする人または常
時介護者が運転する場合

1～6級まで(7
級が2以上あ
る場合は6級
とする)

（自立支援医療（精神）
受給者証の交付を受けて
いる人に限る。ただし、所
得制限により受給者証が
交付されない場合は、医
師の通院証明書を添付す
ることにより受給者証に
代えることができます）

※障がい等級は、個別等級によります。
※上記等級の他にも使用目的等の要件があり、該当しない場合は減
免とならない場合もあります。詳しい条件等については、各担当窓
口までお問い合わせください。

1～3級（第一種(両下肢)
は対象、第ニ種(一下肢)
は対象外）
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固
定
資
産
税
は
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産

の
評
価
額
を
も
と
に
し
て
算
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、
そ
の
評
価

額
を
、
地
価
の
変
動
や
家
屋
の
築
年
数
な
ど

に
応
じ
て
３
年
に
一
度
見
直
す
制
度
が
と
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
評
価
替
え
」
と
い
い

ま
す
。

　
４
月
中
旬
に
納
税
者
の
皆
様
に
お
送
り
す

る
課
税
明
細
書
（
納
税
通
知
書
に
同
封
）

や
、
課
税
台
帳
の
閲
覧
に
よ
り
評
価
額
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
土
地
の
評
価
替
え

　
国
の
地
価
公
示
価
格
や
新
潟
県
に
よ
る
地

価
調
査
価
格
な
ど
を
も
と
に
、
土
地
の
評
価

の
基
礎
と
な
る
路
線
価
や
標
準
と
な
る
土
地

の
価
格
を
算
出
し
て
、
個
々
の
土
地
の
評
価

額
を
見
直
し
ま
す
。
同
時
に
、
評
価
額
の
算

定
に
用
い
る
各
種
補
正
率
等
の
見
直
し
も
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
行
制
度
で
は
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ

ル
期
の
地
価
上
昇
に
伴
う
税
負
担
の
急
激
な

上
昇
を
防
ぐ
目
的
で
「
負
担
調
整
措
置
」
が

取
ら
れ
、
毎
年
な
だ
ら
か
に
本
来
の
税
負
担

額
に
近
づ
い
て
い
き
ま
す
が
、
税
負
担
の
水

準
が
一
定
割
合
（
住
宅
用
地
で
は
80
％
）
に

達
し
た
時
点
で
据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
税
法
の
改
正
に
よ
り
据
え
置
き

水
準
が
90
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
税
負
担
が
上
昇

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
非
住
宅
用
地（
店
舗
等
の
用
地
）
の
据
え
置

き
水
準
は
60
％
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
家
屋
の
評
価
替
え

　
家
屋
の
評
価
は
、
再
建
築
価
格
（
そ
の
家

屋
を
今
建
て
た
ら
建
築
費
が
い
く
ら
に
な
る

か
）
を
算
出
し
、
建
築
物
価
の
動
向
、
経
年

減
点
補
正
率
を
反
映
し
て
評
価
額
を
見
直
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係
　
　

☎
63
―
５
１
１
０

　
地
域
活
動
の
支
援
を
図
る
た
め
に
、
地
域

の
集
会
施
設
の
改
修
に
要
す
る
経
費
に
対

し
、
補
助
を
し
ま
す
。
（
３
か
年
継
続
）

対
象
施
設 

　

　
地
域
、
集
落
や
町
内
会
が
使
用
し
て
い
る

公
民
館
分
館
、
農
山
漁
村
集
会
施
設

申
請
者 

　

　
対
象
集
会
施
設
の
所
有
者
ま
た
は
、
管
理
者

補
助
対
象
経
費

　
一
施
設
に
つ
き
10
万
円
以
上
の
修
繕
や
工
事

・
屋
根
、
外
壁
、
塗
装
、
雨
ど
い
等
の
修
繕
等

・
戸
、
ふ
す
ま
、
障
子
、
サ
ッ
シ
等
建
具
の

修
繕
等

・
床
、
天
井
、
壁
、
畳
等
の
修
繕
等

・
ト
イ
レ
、
調
理
室
、
上
下
水
道
接
続
等
の

水
ま
わ
り
の
修
繕
等

・
電
気
、
冷
暖
房
等
設
備
の
修
繕
等

・
駐
車
場
の
整
備
（
舗
装
）
、
側
溝
等
の
工
事

補
助
率
　

　
対
象
経
費
の
75
％
以
内
（
上
限
１
０
０
万
円
）

申
請
期
間
　

　
５
月
１
日
（
火
）
〜
５
月
31
日
（
木
）

緊
急
性
や
重
要
性
の
高
い
も
の
か
ら
予
算

の
範
囲
内
で
承
認
し
ま
す
。

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法

・
補
助
金
交
付
申
請
書
等
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
関
係
書
類
を
添
え
て
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
ま
た
は
地
区
公
民
館
、
市
役

所
農
林
水
産
課
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
交
付
申
請
書
等
は
右
記
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

・
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
社
会
教
育
係

（
両
津
支
所
内
）
☎
27
―
４
１
８
５

・
市
役
所
農
林
水
産
課
　
農
業
企
画
係
（
第

２
庁
舎
）
☎
63
―
３
７
６
１

　
佐
渡
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
風
土
を
う

た
い
込
ん
だ
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

応
募
部
門
　
短
歌
の
部
・
俳
句
の
部
・
川
柳
の
部

応
募
要
項

・
川
柳
は
題
を
設
け
ま
す
。
本
年
の
題
は

「
愛
」
「
待
つ
」
「
財
布
」
で
す
。

・
短
歌
は
３
首
を
１
組
、
俳
句
と
川
柳
は
３

句
を
１
組
と
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

お
一
人
で
何
組
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

・
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
（
必
要
な
ら

ペ
ン
ネ
ー
ム
も
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
）

投
稿
料
　
１
組
１
，
０
０
０
円
お
願
い
し
ま

す
。
投
稿
者
全
員
に
「
入
選
作
品
集
」
を

お
届
け
し
ま
す
。
※
小
・
中
学
生
の
応
募

は
無
料
。

応
募
締
切
　
６
月
10
日（
日
）当
日
消
印
有
効

表
彰
　
最
優
秀
賞
　
各
部
門
ご
と
に
１
点

　
　
　
優
秀
賞
　
　
各
部
門
ご
と
に
５
点

　
※
別
に
各
部
門
ご
と
に
佳
作
10
点
を
発
表

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
　
佐
渡
吟
詠
大
会
事

務
局
　
〒
９
５
２
―
１
２
１
２
　
佐
渡
市
泉

☎
63
―
３
３
１
２
（
北
條
）

税

公
民
館
な
ど
の
施
設
整
備
に
補
助

〜
公
民
館
分
館
施
設
等
整
備
支
援
事
業
〜

平
成
24
年
度
は

固
定
資
産
税
の「
評
価
替
え
」を
行
い
ま
す

順
徳
院
黒
木
御
所
例
大
祭
記
念

第
４
回
佐
渡
吟
詠
大
会
作
品
募
集

お
　
知
　
ら
　
せ

18

会場　トキのむら元気館　
時間　午前10時～午後3時
日程（予定）　5月18日（金）、6月13日（水）、
　6月29日（金）、7月18日（水）、８月24日

（金）、9 月19日（水）、2月下旬（日未定）　

申込者には、後日詳しい日程を送付します。

定員　約30名  募集受付　5月7日（月）まで
お問い合わせ
　市役所市民生活課　健康推進室　

　☎63―3115

健康推進員養成講座　
「元気いきいき塾」

受講生
募集中！



　
市
営
住
宅
　

◆
青
木
第
２
住
宅
（
新
穂
）

　
所
在
地
　
新
穂
青
木
３
１
６
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
５
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
戸
建
て
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
８
３
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
６
０
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
真
浦
団
地
（
赤
泊
）

　
所
在
地
　
真
浦
１
３
９
番
地
８

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
７
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
戸
建
て
）

　
月
額
家
賃
　
３
万
８
０
０
０
円
（
定
額
）

　
若
者
夫
婦
向
け
賃
貸
住
宅
　

◆
大
野
第
２
住
宅
（
両
津
）

　
所
在
地
　
梅
津
２
２
４
４
番
地
２

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
３
階
立
て

　
　
　
　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
14
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
階
）

　
月
額
家
賃
　
３
万
８
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法
　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担

当
窓
口
へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
４
月
27
日
（
金
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日
　
５
月
下
旬
（※

応
募
数
に
よ

り
期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項
　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必

要
で
す
。

○
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
２
名

○
敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

※

事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
設
課 

住
宅
係
　
☎
63―

５
１
１
８

ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
公
営
住
宅
担
当
窓
口
へ

　
心
肺
蘇
生
法
が
新
し
く
変
わ
り
、
分
か
り

や
す
く
な
り
ま
し
た
！
　
こ
の
機
会
に
新
し

く
な
っ
た
応
急
手
当
を
覚
え
て
あ
な
た
の
大

切
な
人
の
も
し
も
の
た
め
に
・
・
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
と

人
形
で
練
習
し
な
が
ら
、
応
急
手
当
を
覚
え

ま
し
ょ
う
！

日
時
　
４
月
29
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら

場
所
　
防
災
セ
ン
タ
ー
　
１
階
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
ー

　
ル
ー
ム
（
中
央
消
防
署
　
佐
渡
市
八
幡
58
）

講
習
内
容
　

Ⅰ
講
習
（
３
時
間
）
午
後
１
時
〜
４
時

　
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
を
講
義
と
実
技
で
学
ぶ
コ
ー
ス
で

す
。

Ⅱ
講
習
（
４
時
間
）
午
後
１
時
〜
５
時

　
Ⅰ
講
習
の
内
容
に
知
識
の
確
認
と
実
技

の
評
価
が
加
わ
っ
た
コ
ー
ス
で
す
。

定
員
　
20
名
程
度

　
　
　
（
小
学
校
５
年
生
以
上
が
対
象
）

受
講
料
　
無
料

申
込
締
切
　
４
月
23
日
（
月
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
市
中
央
消
防
署
　
救
急
係
　

☎
51―

０
１
２
２

※

５
月
は
南
佐
渡
消
防
署
、
６
月
は
両
津
消

防
署
で
開
催
予
定
で
す
。

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件
「
①
②
③
」
に
加
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
住
宅
の
入
居
申
込
み
条
件
に
該

当
す
る
こ
と
。

・
青
木
第
２
住
宅
「
④
⑤
」

・
﹇
特
﹈
真
浦
団
地
、「
④
⑥
」

・
﹇
若
﹈
大
野
第
２
住
宅
「
⑦
⑧
⑨
⑩
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、
公

租
公
課
（
市
税
な
ど
）
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）
が

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が

い
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
の

い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ

ん
が
い
る
世
帯
な
ど
は
21
万
４
０
０
０

円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円
以
下
で

あ
る
こ
と

⑦
申
込
者
と
配
偶
者
（
婚
約
者
を
含
む
）

の
満
年
齢
が
申
込
み
日
に
お
い
て
70
歳

以
下
で
あ
る
こ
と

⑧
申
込
者
と
配
偶
者
（
婚
約
者
を
含
む
）

が
同
居
す
る
こ
と

⑨
同
居
す
る
方
が
申
込
者
お
よ
び
配
偶
者

の
直
系
親
族
で
あ
る
こ
と

⑩
入
居
後
、
速
や
か
に
当
該
賃
貸
住
宅
の

所
在
地
に
住
所
を
移
転
で
き
る
こ
と

　市では、地域の緑化推進を目的と

して、緑の募金運動に取り組んでい

ます。

　今年も４月から５月まで家庭や学

校などで募金活動を実施します。

「緑の募金」へのご理解とご協力を

お願いします。

　この募金は、地域・学校での植樹

や森づくり活動、緑の少年団の育成

など、さまざまな形で緑化活動に役

立てられます。

　市の昨年度の成果は次のとおり

です。

 ●募金成果　232万8,518円
　（家庭募金や学校募金、街頭募金など）

お問い合わせ
市役所農林水産課 林業振興係

（第2庁舎）☎63－3761

またはお近くの各支所・行政サー

ビスセンター

「緑の募金」に
　　ご協力をお願いします

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

お
　
知
　
ら
　
せ

新
し
い「
心
肺
蘇
生
法
」を

受
講
し
ま
せ
ん
か
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（財）自治総合セン
ターは、地域のコ
ミュニティ活動の充
実・強化を図り、地
域社会の健全な発展
と住民福祉の向上に
寄与することを目的
に、宝くじの社会貢
献広報事業としてコ

ミュニティ助成事業を実施しています。

西方青年団千種餘力會では、自治宝くじの助成金で
あるコミュニティ助成事業の助成を受けて、お祭り用

具（鬼衣装一式、半纏・股引、長胴太鼓一式、提灯
一式）を整備しました。

お問い合わせ　市役所地域振興課　地域振興係　
　　　　　　　☎63－4152

　市では、佐渡の優れた自然を保護し、自然保護意
識の普及を図るため、佐渡市自然保護巡視員を委嘱
しています。巡視員は、希少植物の保護や自然観察
のマナー向上を図るため、巡視を行なっています。
美しい佐渡の自然をいつまでも残すため、皆さんの
ご協力をお願いします。
－法律による規制―　　
　自然公園法、森林法等で、自然に生息する植物の
採取は規制されています。無断で山野草などを採取
した場合は、処罰されることがあります。
お問い合わせ　市役所環境対策課　環境企画係　
　　　　　　　☎63－3113

佐渡市自然保護巡視員 
　　　　　　　　が活動しています

●佐渡スポーツハウス　☎55－2566

新年度がスタート！新しい出会い、そして新しい自分さがしをしてみませんか？

小さな積み重ねでつくる、あなたの健康！気になり出したら即実行！！

●申込み　現在受付中です。定員になり次第締め切らさせていただきます。なお、サッカー教室は5月1日から　　　
　　　　　受け付けます。
●ショートレッスン（1時間）

はんてん ちょうちん

教室名 期　　間 対象 時間・定員など

教室名 期間 対象

随時 一般

時間・定員・受講料

受講生と指導者の日程調整により1名から実施

500円　施設使用料は別

回 数・受講料

成人水泳教室

１期

２期

３期

４月12日・19日・26日

５月10日・17日・24日

６月 7 日・14日・21日

19:00～20:00

(定員15名)

（毎週木曜日）

17:00～18:00　(各20人) 

火曜・水曜・金曜　ｺｰｽ

17:00～18:00　(各15人)

火金・水金・火水　ｺｰｽ

昼：14:00～15:30(10人)

夜：18:30～20:00(10人) 

（毎週　木曜日）

18:30～20:30(40人)

（毎週　水曜日）
10回

初～中級

一般

小学生

小学生

中学生

一般

4月13日～7月31日

4月13日～7月31日

初級

中級

4月12日～5月31日

5月16日～7月18日

１期

6～7月２期

児童水泳教室

科学的
シェイプアップ
教室

成人水泳教室（初級～）

トレーニング指導，体力測定、健康相談　等

ジュニアサッカー教室

1期

3回

１期；1,200円

施設使用料は別

6,000円

施設使用料は別

12,000円

施設使用料は別

1期；3,000円

施設使用料は別

4,000円

施設使用料含む

週1回
15回

週2回
30回

１期
７回
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指　摘　事　項 改善措置等の状況

平成22年度随時監査の結果に基づいた改善措置等の状況

佐渡市監査委員は、平成22年度に、行政財産の目的外使用許可について実施した随時監査の結果を受けて、市

長が改善措置等を講じた旨の通知を受けましたので、次のとおりその内容をお知らせします。

佐渡市監査委員　清水一次　　　佐渡市監査委員　金子健治　

佐渡市監査委員事務局　☎63-3112

(１)行政財産の目的外使用申請に対する審査事務に関する事項　　行政財
産の目的外使用は、あくまで例外であり、それが認められるのは財務規則
第219条第１項の１号から６号に該当する場合だけである。申請目的がい
ずれかに該当しているかどうかを前提に審査すべきであり、使用目的を明
示した申請をさせるべきである。

申請書には使用目的を明示するよう
指導する。

(２)行政財産の目的外使用申請の収受および許可事務に関する事項　　文書規
程によると、配布を受けた文書は直ちに課長の閲覧を受けなければならな
いことになっているので適正に処理されたい。申請時期は、使用の一週間
前までと定められているが、使用の前日あるいは当日に申請しているもの
が見受けられた。前例踏襲により双方が漫然と事務処理しているのではな
いかと思われるので、厳格な事務処理に努めるよう、申請者にも適切に指
導されたい。

佐渡市文書規程により受付けた文書
は課長の閲覧を受けたい。また、行
政財産使用許可申請書は、使用の一
週間前までに申請書を提出するよう
指導する。

(４)使用料の減免に関する事項　　許可を受けたものが条例第５条に該当
しているときは減免できることになっている。しかし、減免は例外的な取
扱いであり、その必要性が客観的にも認められなければならないが、具体
的な減免基準が定められていない状況である。具体的な減免基準を整備
し、統一的な運用ができるように改善されたい。また、減免の必要性を判
断するために、使用者から減免理由を付した申請書の提出を求めることを
検討されたい。また、減免の可否を伺う記述のないものが見受けられる。
明確な意思決定をするためにも、起案文書に減免の可否の判断を伺う記述
ならびに本来の徴収金額および減免額を記述するように改善されたい。

ア　減免基準について
他市の例を参考に具体的な減免基準
を検討したい。

イ　減免申請について
減免の申請書の様式について検討し
たい。

(５)加算金について　　条例で行政財産に附帯する光熱水費等の経費を加
算金として納めることになっている。専用小メーターが設置されていると
きは当該施設の総使用量との割合を支払総額に乗じて算出し、設置されて
いないときは、加算金算出シートにより算出した額で適正な金額を徴収さ
れたい。

適正な額を算出し徴収する。

(６)不服申立ての教示について　　行政不服審査法第57条、行政事件訴訟
法第46条において、行政庁の処分その他公権力の行使に当たる行為に関
し、不服申立て、取消訴訟等の提起をすることができることについて書面
で教示しなければならないとされている。しかしながら、不服申立て等に
ついて教示されていない例が多 あ々るので様式から抜本的に改善されたい。

行政処分は目的外使用申請に限らず
全庁に係る事項のため、総務課行政
係と協議中である。

(７)その他　　目的外使用の事務所で、市の事務机に近接している例が２
件みられた。市とは独立した組織であり、お互いのセキュリティ上からも
好ましくないと思われるので、目的外使用にあっては、双方の独立性が保
たれるような配慮が必要である。
目的外使用の申請が２か年にまたがってなされ、許可も同様に行っている
事例が１件みられた。財務規則によると、使用の期間は１年を超えること
ができない、となっているので規則にそって是正されたい。

ア　目的外使用事務所の位置
指摘の２件については改善指示済み
である。

イ　使用期間
規定どおりとする。

(３)使用料に関する事項　　行政財産目的外使用条例により算定した使用料
を徴収することになっているので、算定式を明示し許可権者の恣意的な判断に
ならないよう改善されたい。
　条例で建物の使用料は前納で月払いを原則としているが、市長が必要と
認めるときは、後納あるいは一括納付させることができることになってい
るので、前納あるいは月払いしないときはその理由を付して市長の決裁を
とり、納付方法を明示した許可書を発行すべきである。使用料が許可書ど
おりに納付されないときは、督促手数料および延滞金徴収条例に基づき対
応されたい。

使用料の算定および納付について
は、原則規定どおり対応したい。
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■
第
６
回
ト
キ
放
鳥
に
向
け
て
訓
練
開
始

　
３
月
７
日
か
ら
、
第
６
回
放
鳥
に
向
け

て
の
順
化
訓
練
が
、
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン

タ
ー
野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
順
化
ケ

ー
ジ
に
お
い
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
日
に
訓
練
を
開
始
し
た
個
体
は
、
オ

ス
10
羽
、
メ
ス
３
羽
の
合
計
13
羽
で
、
そ

の
う
ち
オ
ス
３
羽
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
送
信
器
を
装

着
し
ま
し
た
。
順
化
ケ
ー
ジ
に
移
動
し
た

ト
キ
は
、
飛
翔
や
採
餌
等
の
能
力
を
身
に

つ

け

る

た

め
、
３
か
月

程
度
の
訓
練

期

間

を

経

て
、
５
月
下

旬
か
ら
６
月

上
旬
に
か
け

て
放
鳥
さ
れ

る

予

定

で

す
。

■
ト
キ
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
現
在
島
内
に
は
40
羽
以
上
の
ト
キ
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
繁
殖
期
に
は
ペ
ア
ご
と

に
群
れ
を
離
れ
て
分
散
し
て
生
活
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
放
鳥
後
な
ど
は
島
内
各
地

を
多
く
移
動
し
ま
す
。

　
も
し
、
ト
キ
を
見
か
け
た
ら
ト
キ
交
流

会
館
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―
９

８
０
―
５
５
１
）
へ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
情

報
が
、
ト
キ
の
野
生
復
帰
を
進
め
る
た
め

の
重
要
な
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
目
撃
情
報
の
ほ

か
、
ト
キ
に
関
す
る
困
り
ご
と
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

■
ト
キ
の
繁
殖
期
は
観
察
を
控
え
ま
し
ょ
う

　
３
月
か
ら
６
月
は
ト
キ
の
繁
殖
期
で
す
。

繁
殖
期
間
中
の
ト
キ
は
、
と
て
も
神
経
質
に

な
り
ま
す
。
人
が
巣
に
近
づ
い
た
り
し
て
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
、
営
巣
（
巣
づ
く
り
や

子
育
て
）
を
や
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
繁
殖
期
間
中
は
、
ト
キ
の
営
巣
場
所
付

近
へ
の
立
ち
入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ヒ
ナ
が
誕
生
す
れ
ば
、
自
然
下
で
は
36
年

ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
温
か
く
見
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ト
キ
と
の
共
生
ル
ー
ル

①
優
し
く
静
か
に
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
ト
キ
に
餌
づ
け
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
ト
キ
を
観
察
す
る
と
き
は
地
域
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
繁
殖
期
間
は
、
ト
キ
の
巣
に
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
農
林
業
等
に
従
事

さ
れ
て
い
る
方
は
、
田
ん
ぼ
等
で
作
業
中
に
ト

キ
が
近
く
に
い
て
も
特
別
な
配
慮
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
　
生
物
多
様
性
推
進
室

ト
キ
政
策
係
（
第
２
庁
舎
）
☎
63
―
３
７
６
１

　
３
月
20
日
、
新
潟
市
中
央
区
の
朱
鷺
メ

ッ
セ
マ
リ
ン
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
世
界
遺

産
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
金
を
中
心
と
す

る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産
群
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
佐
渡
金
銀
山
の
早
期
か
つ
確

実
な
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
、
ユ
ネ
ス

コ
へ
提
出
す
る
推
薦
書
の
作
成
の
た
め
、

国
際
的
な
視
点
か
ら
国
内
外
の
学
識
者
が

意
見
交
換
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
、
３
月
16
日

か
ら
18
日
に
か
け
て
、
産
業
遺
産
の
保
護

を
目
的
と
し
た
機
関
、
国
際
産
業
遺
産
保

存
委
員
会
会
長
パ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
ン

氏
と
、
世
界
遺
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
バ

リ
ー
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
氏
が
佐
渡
市
を
訪

れ
、
旧
佐
渡
鉱
山
の
近
代
化
遺
産
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。

　
マ
ー
チ
ン
氏
は
歴
史
考
古
学
や
産
業
考

古
学
の
専
門
家
で
、
ミ
シ
ガ
ン
工
科
大
学

の
社
会
科
学
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
ギ

ャ
ン
ブ
ル
氏
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
コ
ー
ン

ウ
オ
ー
ル
と
西
デ
ヴ
ォ
ン
の
鉱
山
景
観
」

な
ど
産
業
遺
産
の
世
界
遺
産
登
録
に
尽
力

し
て
い
ま
す
。

　
視
察
終
了
後
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
両
氏
は
、
「
佐
渡
金
銀
山
遺
跡
に

は
、
４
０
０
年
に
わ
た
る
関
連
資
産
が
残
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
継
続
性
に
価
値
が
あ
る
。

ま
た
、
鉱
山
絵
巻
な
ど
文
献
資
料
が
そ
ろ
っ

て
い
る
こ
と
も
、
世
界
的
に
も
あ
ま
り
例
が

な
い
」
と
評
価
。
佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産

登
録
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の
保
護
と
保
存
の

た
め
の
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
推
薦
書

を
提
出
し
た
後
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
・
保

存
事
業
を
着
実
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

― 

世
界
遺
産
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催 

ー

　
　
　
　
　
海
外
の
専
門
家
が
構
成
資
産
を
視
察

写真：環境省提供

大間港の説明を聞くギャンブル氏（右から２人目）
とマーチン氏(右端)

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

89
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金
井
中
学
校
は
、
平
成
23
年
度
に
創

立
65
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
郷
土
を
愛

す
る
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
た
教
育
活

動
を
進
め
る
中
で
、
生
徒
達
は
自
分
の

生
き
方
を
考
え
、
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
二
つ
の
取
組
を
紹

介
し
ま
す
。

１ 

地
域
文
化
体
験
活
動

  

１
年
生
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

で
は
、
毎
年
２
学
期
か
ら
、
能
、
日
本

舞
踊
、
佐
渡
お
け
さ
（
踊
り
ま
た
は

唄
・
囃
子
）
、
鬼
太
鼓
、
民
話
劇
の
中

か
ら
一
つ
を
選
び
学
習
し
ま
す
。
学
習

に
あ
た
っ
て
は
地
域
の
方
々
を
講
師
に

お
迎
え
し

て

い

ま

す
。
最
初

は
、
声
を

出
し
た
り

動
き
を
付

け
た
り
す

る
こ
と
に

照
れ
て
い

た

生

徒

も
、
し
だ

い
に
自
信
を
も
っ
て
大
き
な
声
を
出
し
た

り
、
伸
び
伸
び
と
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
能
の
面
白
さ

を
肌
で
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、
学
習
の
過

程
で
大
事
に
し
て
い
る
作
法
や
挨
拶
の
大

切
さ
な
ど
も
学
ん
で
い
ま
す
。

　
学
習
の
成
果
は
、
１
月
中
旬
の
土
曜
日

に
発
表
会
を
開
催
し
、
保
護
者
や
地
域
の

皆
様
に
見
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
秋
の
体
育
祭
で
は
、
指
導
を
受
け
て

き
た
生
徒
の
唄
と
囃
子
で
、
佐
渡
お
け
さ

を
全
校
で
踊
り
ま
す
。

２ 
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
植
栽

　
校
門
か
ら
新
保
橋
ま
で
の
道
沿
い
で

は
、
金
井
生
き
活
き
塾
の
皆
さ
ん
が
季
節

の
花
を
育
て
て
い
ま
す
。
緑
の
少
年
団
団

員
で
あ
る
当
校
生
徒
も
苗
や
球
根
を
植
え

る
手
伝
い
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業
で
は
、
生

き
活
き
塾
の
皆
さ
ん
か
ら
植
栽
の
仕
方
を

教
わ
り
ま
す
。
作
業
の
合
間
に
は
労
い
の

言
葉
を
掛
け
て
も
ら
い
、
気
持
ち
の
通
い

合
う
ひ
と
と
き
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
郷
土
・

地
域
と
の
か
か
わ

り
を
大
切
に
し
た

教
育
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
両
津
支
所
内
）

　
☎
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佐
渡
市
の
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
が
ま
た

一
歩
前
進
し
ま
し
た
。
２
月
25
日
に
行

わ
れ
た
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
基
調
講

演
会
『
私
の
オ
ス
ス
メ
！
佐
渡
の
ジ
オ

パ
ー
ク
』
で
は
、
大
勢
の
方
々
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
市
民
講

座
の
受
講
生
６
名
か
ら
講
座
の
感
想
や

ジ
オ
パ
ー
ク
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
な

ど
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
『
ジ
オ
パ
ー
ク

を
楽
し
も
う
―
ジ
オ
パ
ー
ク
の
人
に
な

ろ
う
―
』
と
題
し
て
、
渡
辺
真
人
さ
ん

（
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
事
務
局
）

に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
の

中
で
、
渡
辺
さ
ん
は
「
佐
渡
島
の
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
の
た
め
に
、
み
な
さ
ん
が

ま
ず
ジ
オ
パ
ー
ク
作
り
を
楽
し
む
こ
と

が
良
い
ジ
オ
パ
ー
ク
を
生
み
ま
す
。
ジ

オ
パ
ー
ク
の
鍵
は
「
人
」
で
あ
り
、
ジ

オ
パ
ー
ク

を
楽
し
む

の
も
「
人
」

で
す
。
ど

ん
な
に
素

晴
ら
し
い

地
質
・
地

形
が
あ
っ

て
も
、
岩

は
語
り
か
け
て
き
ま
せ
ん
。
そ
の
資
産
の

素
晴
ら
し
さ
を
語
る
「
人
」
が
ジ
オ
パ
ー

ク
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
の
で
す
。
」
と
来
場

者
に
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
「
佐
渡
に
は
ト
キ
や
伝
統
文

化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
外
か
ら

は
何
を
し
た
い
か
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
、

そ
れ
ら
の
豊
富
な
資
源
や
文
化
を
ジ
オ

パ
ー
ク
は
大
き
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」
と

今
後
の
可
能
性
も
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
普
段
見
て
い
る
風
景
の
中
に
も
、
魅
力

的
な
宝
物
が
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、
私
た
ち

が
そ
れ
に
気

づ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。
み
ん
な

で
佐
渡
に
あ

る
宝
物
さ
が

し
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん

か
？

※
こ
の
日
の
模
様
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｓ
特
別
番
組

で
も
放
送
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

☎
23
―
２
１
０
０

佐渡おけさの発表

植栽の様子

ミニシンポジウムの様子

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
⑫

さ
あ
、ジ
オ
パ
ー
ク
を

　
　
　
　
　
始
め
よ
う
！

ジオパークについて語る渡辺真人さん

は
や
し

佐
渡
市
立
金
井
中
学
校
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佐渡市立中央図書館 ☎63-2800

　
２
月
19
日
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
の

　
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、「
さ
わ
た
芸
能
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
文

弥
人
形
、
ト
ラ
ン
ポ
ビ
ク
ス
、
詩
吟
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
、
筝
曲
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
、
よ

さ
こ
い
、
日
本
舞
踊
、
現
代
舞
踊
、
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

子
ど
も
鬼
太
鼓
、
リ
ズ
ム
バ
レ
エ
、
コ
ー
ラ

ス
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
、
創
作
ダ
ン
ス
、

佐
渡
民
謡
、
太
極
拳
と
、
23
の
団
体
が
出
演

し
ま
し
た
。
公
民
館
自
主
講
座
や
、
島
内
で

活
躍
す
る
団
体
が
、
一
年
の
活
動
の
成
果
を

発
表
す
る
場
と
し
て
、
素
晴
ら
し
い
舞
台
で

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
３
月
４
日
、
「
新
穂
地
区
芸
能
祭
」
が
ト

キ
の
む
ら
元
気
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
民

謡
、
舞
踊
を
は
じ
め
、
小
学
生
に
よ
る
ダ
ン

ス
、
琴
と
フ
ル
ー
ト
の
合
奏
な
ど
、
14
団
体

に
よ
る
多
彩
な
演
目
に
、
会
場
か
ら
も
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
、
あ
ふ
れ
る
活
気
に
春
の

訪
れ
を
感
じ
る
華
や
か
な
祭
典
と
な
り
ま
し

た
。

さ
わ
た
芸
能
祭
　
　
　（
佐
和
田
地
区
）

第
22
回
新
穂
地
区
芸
能
祭 

（
新
穂
地
区
）

　佐渡市にお住まいの方なら赤ちゃんからカードがつくれます。お近く

の図書館・図書室で利用登録申込書にご記入ください。その際に運転免

許証や保険証など住所が確認できるものをお持ちください。利用者カー

ドをお持ちですと、来館しなくても電話で予約や相互貸借（佐渡市の図

書館以外の資料も借りられます）ができます。

【貸出冊数・期間】お一人10点２週間まで貸出できます。ＤＶＤは３

点まで貸出できます。佐渡市立図書館にない本は、県立図書館や新潟

大学附属図書館、そのほかの県内外の図書館から借り受けることがで

きます。

　3月3日、両津公民館で、日ごろ読み聞かせ

ボランティアの活動を行っている人たちが集ま

り、小学校や保育園での活動報告や問題点、課

題などを発表しあいました。当日は、はじめに

実演披露として、佐藤世子さん（千種在住）の

ピアノと佐々木裕子さん（両津湊在住）の語りによる音楽物語『スノー

マン』を聴きました。また、手遊びやわらべ歌などを実演していただき、

読書への導き方法を研修するかたわら、有意義な心温まる時間を過ごす

ことができました。

　3月10日、金井コミュニティーセンター
大会議室において、舟崎克彦先生の講演
会を開催しました。先生の今までの児童
作家としての
さまざまなエ
ピソードをお
聞きし、創造
することの楽
しさを実感し
ました。

・昭和の佐渡綴り

　報道記者が写した記録帳　　清水薫著

昭和の時代の貴重な写真集です。著者の

清水薫様からご寄贈いただきました。

読み聞かせボランティアの
　　　交流会を開催しました

初めて図書館を利用する方へ

ありがとうございます

児童文学者 舟崎克彦氏の講演会

利用者カードをつくりましょう

寄贈図書のお知らせ

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4185
（両津支所内）
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　3月11日に、市消防本部・市防災セ
ンターで防災を考えるイベント「防災
センターで震災に備えよう！～3.11 あ
の日を忘れない～」を開催しました。
市民の皆さんに震災時の対応や防災の意識を高めていただくこと
を目的に、東日本大震災の被災地写真展示や記録映像の映写、避
難所体験、緊急消防援助隊のエアーテント生活体験などを行いま
した。約350人が来場し、震災発生から１年となる節目に、日ご
ろの備えを確認していました。

防災センターで震災に備えよう！　～3.11 あの日を忘れない～

今日のおやつは佐渡産！

　3月17日から20日の4日間、真野活性化センター

いぶき21で「よってけまつり・さど食の陣」が開催

されました。

　あんこうの吊るし切りや手打ちそばの実演のほ

か、日替わりの大鍋汁、佐渡天然ブリカツ丼やカキ

の殻焼きなど多数の出店があり、来場者は佐渡の郷

土料理を堪能していました。

「おいしい」佐渡の味覚をたっぷりと

　高校生が佐渡の魅力

を題材に版画の腕を競

う「第12回全国高等学

校版画選手権大会（は

んが甲子園）」が、3月

17日から21日にかけて

行われました。相川体

育館では、佐渡中等教

育学校をはじめ全国の

高校から予選を勝ち抜

いた14校が、みずみず

しい感性で版画制作に

取り組んでいました。

最高賞の文部科学大臣

賞には、青森県立青森

戸山高等学校が選ばれ

ました。

若い感性で佐渡を表現

液状化現象などの実験コーナー

　３月５日、佐渡市立の各保育園で、佐渡産の米粉や

干し柿、チーズなどを使ったおやつが出されました。

このおやつは、昨年10月に開催された地産地消フェ

スタのスイーツコンテストで優秀賞になった、羽茂高

校 みきと愉快な仲間達の「チーズと干し柿のころこ

ろケーキ」をもとに、保育園のおやつ用にアレンジし

たものです。

　羽茂保育園では、レシピを考案した羽茂高校の生徒

が園児とともにおやつ作りを行いました。園児たちは

高校生に教えてもらいながら、生地に干し柿とチーズ

を包んで丸め、楽しくおやつ作りに挑戦していまし

た。試食では、「おいしい！」と大好評でした。

あんこうの吊るし切り

版画制作の様子（佐渡中等教育学校）

文部科学大臣賞の青森戸山高等学校

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す
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首都圏佐渡連合会総会が開催された！
　平成24年2月12日（日）、千代田区「ホテルメトロポリタンエドモント」

において、第12回首都圏佐渡連合会総会・懇親会が開催され総勢170

余名が集いました。来賓には、髙野宏一郎佐渡市長、平辰東京新潟県

人会会長のほか、佐渡からも多数の方々に参加していただきました。

　総会の摩尼義晴会長あいさつでは、髙野市長が市長として臨席賜る

ことは最後になるとして、初代佐渡市政8年の取組みについて労らわ

れました。また、当会の関係では平成17年5月に佐渡市東京事務所が

開設されて以降、首都圏佐渡連合会が業務委託を受けて駐在員の派遣、

佐渡市への支援活動など、従来の親睦団体的趣きから大きく変質して

きたことなど話されました。

　来賓あいさつで髙野市長は「世界農業遺産認定」に至る取組みの一端

について披露され、また、空港問題や他残された課題もあり、今後と

も新市長へのご支援をお願いしますと述べられました。

　第2部は、日本美術展覧会評議員の親松英治氏（平成23年第43回日

展内閣総理大臣賞）と、新潟県商工会青年部連合会相談役の後藤重幸

氏による講演。貴重な人生体験を堅実に積み上げて自身の“力”とされ

た示唆に富むお話でした。

　第3部は、木村英太郎佐渡観光

協会理事長の乾杯のご発声から懇

親会が始まり、ステージでは各郷

土会有志の芸達者な面々が佐渡芸

能など日頃の稽古の成果を次々と

披露されました。賑やかに会も終

盤に入り、今井茂雄副会長の閉会

挨拶で散会となりました。

（文責：佐渡市東京事務所　名畑榮雄）　　

　東日本大震災で被災された方

々を支援するため多額のご寄付

をされた方に対し、日本赤十字

社から感謝状が贈られました。

　3月13日に市役所で感謝状贈

呈式が行われ、有限会社マスタ

ーマインド・ジャパン様に日本

赤十字社新潟県支部佐渡市地区

長の髙野市長から感謝状が渡さ

れました。

　また、震災により島内に避難

された方々を炊き出し訓練に招

待するなど、避難者と交流した

佐渡市赤十字奉仕団相川班にも

感謝状が贈られました。
総会会場風景

日本赤十字社から
　　　　感謝状贈呈

首都圏情報コーナー

広告募集中 市報さど・市ホームページに広告を掲載しませんか？

会社やお店の宣伝に、ぜひご利用ください。

○ 市報さど の場合（1回につき）
　・縦60mm×横57mmの枠 ・・・・・10,000円

　・縦60mm×横87mmの枠 ・・・・・15,000円

　・縦60mm×横176mmの枠 ・・・・30,000円

掲載を希望する月の前月10日までに、

ご連絡ください。

お問い合わせ
市役所総務課　広報広聴係　☎63-3111

○ 市ホームページ の場合（1か月につき）
　・トップページ ・・・・・・・10,000円

　・その他のページ ・・・・・・5,000円
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 2.14～3.12届出

地  区  名 大  字  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

2.15
2.16
2.17
2.22
2.22
2.25
2.26
3.4
2.9
2.15
2.25
2.9
2.21
2.24
2.26
2.27
2.17

典悦
充
和樹
真樹
俊昭
茂樹
三治
義登
浩昭
勇
政樹
一夫
正剛
知明
勇生
陽介
裕士

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
金　井

上横山
両尾
加茂歌代
秋津
上横山
住吉
梅津
羽二生
二見
高千
姫津
八幡
中原
窪田
窪田
上矢馳
千種

（むうる）
（るな）
（るい）
（ゆあ）
（さな）
（とうま）
（りゅうき）
（さわか）
（このか）
（てると）
（しょうま）
（さき）
（ふうか）
（ことな）
（まい）
（そら）
（れんと）

佐　藤　夢　琉
川　上　瑠　菜
榎　　　琉　碧
足　立　結　愛
鈴　木　咲　菜
石　川　斗　真
本　間　琉　聖
小　川　紗葉香
坂　下　心　香
平　越　輝　士
石　見　将　真
本　間　咲　妃
佐　野　楓　花
海老名　琴　菜
石　見　愛　唯
中　村　颯　空
藤　井　蓮　羽

2.14
2.15
2.20
2.21
2.21
2.22
2.23
2.24
2.24
2.24
2.25
2.25
2.26
2.27
2.27
2.28
2.28
2.29
3.1
3.2
3.4
3.7
3.7
3.8
3.10
3.10
3.11
2.13
2.16
2.16
2.18
2.19
2.22
2.24
2.25
2.25
3.3
3.3
3.3
3.8
3.9
3.9
3.11
3.11
3.12

80
99
88
88
76
89
78
88
90
92
86
85
89
90
89
83
65
78
87
65
82
84
75
87
74
90
78
100
87
100
93
91
73
90
80
69
75
88
92
85
84
84
86
92
81

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

潟端
潟端
両津湊
河崎
鷲崎
原黒
両尾
水津
梅津
椿
両津湊
加茂歌代
両津湊
椿
下久知
両津夷
両津夷
両津大川
加茂歌代
鷲崎
両津夷
両津夷
加茂歌代
潟端
和木
真木
両津湊
五十浦
相川江戸沢町
小野見
姫津
相川紙屋町
姫津
北立島
二見
相川材木町
相川大間町
相川二町目
北田野浦
二見
北片辺
高千
二見
姫津
関

式　部　ヒサ子
甲　斐　正　子
中　川　サ　ヨ
檜　田　シゲミ
本　間　　　勝
藤　井　春　次
田　端　眞　一
北　　　チ　カ
本　間　テ　ル
後　藤　シ　ゲ
伊　藤　ス　ヱ
川　端　　　梢
高　野　ノ　ギ
石　橋　利　夫
小　埜　七　雄
土　屋　辰　治
後　藤　美枝子
奥　野　英　一
梅　本　貞　雄
山　田　　　進
齋　藤　ハ　ル
臼　杵　キクヱ
兵　庫　サ　ヨ
甲　斐　ミ　ヤ
石　塚　幸　子
古　保　保　夫
丹　羽　美智子
松　本　ツ　ウ
中　山　秀　雄
平　腰　八　　
加　賀　ス　ギ
関　川　春　子
石　見　トヨ子
竹　森　春　子
酒　匂　シズエ
佐々木　八　郎
小野寺　政　之
多治見　　　茂
大久保　義　雄
橋　本　セ　ツ
川　上　虎次郎
中　濱　政　義
平　藤　文　男
坂　下　三二郎
林　　　一　郎

3.12
2.21
2.22
2.24
2.29
3.2
3.4
3.5
3.5
2.19
2.22
2.25
2.28
2.29
3.5
3.7
3.8
3.11
2.19
2.20
2.20
2.25
3.7
3.7
3.12
2.26
2.28
3.1
3.9
2.21
2.23
2.23
2.25
3.3
2.17
2.27
3.1
3.4
3.7
2.13
3.2
3.3
3.9
2.21
2.21
2.23

87
96
91
89
77
86
86
97
75
91
80
58
92
94
93
88
89
83
80
98
84
85
88
75
91
84
88
79
94
81
53
78
86
97
90
94
99
86
64
87
79
90
95
75
85
95

相　川
佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
金　井
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
新　穂
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
畑　野
　〃
　〃
　〃
真　野
　〃
　〃
　〃
　〃
小　木
　〃
　〃
　〃
　〃
羽　茂
　〃
　〃
　〃
赤　泊
　〃
　〃

相川下戸炭屋町
上長木
八幡
沢根五十里
山田
市野沢
八幡
二宮
沢根五十里
貝塚
千種
千種
千種
泉
大和
千種
千種
金井新保
新穂瓜生屋
新穂田野沢
新穂潟上
新穂舟下
新穂
新穂瓜生屋
新穂潟上
松ヶ崎
丸山
栗野江
栗野江
国分寺
椿尾
真野
吉岡
阿佛坊
江積
小木町
小木町
沢崎
江積
羽茂大橋
羽茂三瀬
羽茂村山
羽茂本郷
赤泊
三川
三川

井　上　　　武
長　嶋　冨　治
若　林　八　郎
小　澤　ツ　ジ
野　田　悌　作
富　樫　　　保
加　藤　治　子
輪　倉　ヱ　ツ
大　谷　フサヱ
米　津　政　治
髙　野　保　夫
宇　治　茂　直
関　口　シゲル
齋　藤　貞　治
出　崎　義　一
座　主　ミ　ヨ
本　間　ミ　サ
渡　邉　小太郎
古　藤　ミドリ
池　田　平　一
渡　邊　フ　デ
田　中　道　直
土　屋　タ　ヅ
引　野　眞　男
土　屋　秀　次
木　下　イ　ツ
宮　川　令　子
遠　藤　義　之
齋　藤　重　子
若　野　作　一
笠　井　敏　夫
長　　　賢一郎
松　岡　賢　也
笠　井　ユ　ク
佐　藤　榮　　
佐々木　良　治
菊　地　チ　ヨ
髙　野　啓次郎
佐　藤　ミツ子
村　川　イツミ
中　村　　　豊
氏　井　ミサホ
中　川　月　子
寺　尾　マツヱ
　　嶋　一　雄
眞　田　鶴　

2.26
2.27
2.28
2.15
2.17
3.5
3.8
2.10
2.17
2.19
2.18
2.27
2.29
3.2
2.7
2.26
3.4

創
悠記
邦基
一博
克彦
敏之
学
英哉
勇太
巌
貴史
哲洋
洋一
允士
直也
裕介
基

金　井
新　穂
　〃
畑　野
　〃
　〃
　〃
真　野
　〃
　〃
小　木
　〃
　〃
　〃
羽　茂
　〃
　〃

貝塚
新穂皆川
新穂北方
宮川
宮川
小倉
畑野
真野新町
田切須
吉岡
小木町
小木町
江積
小木町
羽茂大崎
羽茂飯岡
羽茂大橋

（まひろ）
（あやの）
（あゆみ）
（けんご）
（みさき）
（しゅん）
（ちひろ）
（まなか）
（ゆあ）
（あいり）
（たいよう）
（しろな）
（そうた）
（ゆめ）
（りゅうせい）
（りゅうのすけ）
（なおと）

本　間　万　絃
雜　賀　文　乃
佐々木　歩　実
海老名　健　吾
榎　　　美　咲
近　藤　　　舜
猪　股　千　寛
若　林　　　心
佐々木　唯　愛
右　近　愛　莉
中　野　太　陽
本　間　白　那
佐　藤　颯　太
本　間　結　芽
堀　田　竜　生
本　間　龍之介
武　井　直　豊

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）
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市の面積　855.33㎢（平成23年10月1日）　市の海岸線280.3km（平成21年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）《デジタル112ch》で、　　
生まれたばかりの元気な赤ちゃんを紹介します

毎週月曜日 午後５時から「さどチャン」内で放送中！
　　　再放送：月曜日の19:30、21:00、22:00、23:00、翌朝6:30～
※撮影を希望される方は、火･金曜日の午後２時に佐渡総合病院４階東病棟授乳
室にお集まりください。撮影するのは赤ちゃんのみです。放送日は、お子さ
まの生まれた翌週月曜日となります。

お問い合わせ　市役所地域振興課 情報センター室　
　　　　　　　CNSテレビ（真野行政サービスセンター内）　☎51－2030

アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを
送ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

佐渡市メール配信サービス
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、

　観光イベント情報、くらしの情報

お問い合わせ  市役所地域振興課（情報政策係）☎63-5139

「こんにちは赤ちゃん」　

●料　金　
島民割引：片道4,500円（大人、小児ともに同一料金）
  ※通常運賃（片道）：大人6,500円、小児4,900円
（航空券購入時に島民確認できるものをご提示ください）

ＮＨＫ朝の連続テレビ小説「ゲゲゲの女房」でヒロインを演じ、一躍脚光を浴

び、女優・アーティストとして活躍する松下奈緒さんのコンサートを開催！全

国で10か所だけの貴重なコンサートです。ぜひお楽しみください。

●日　時　6月6日（水）午後6時30分開演（午後6時開場）

●会　場　アミューズメント佐渡　大ホール

●入場料　全席指定　Ｓ席：5,500円／Ａ席：5,000円

　　　　　※税込み／当日は300円増し

　　　　　※未就学児童のご入場はできません。

●チケット　アミューズメント佐渡・丸屋書店（両津）・曽我商店（相川）･

　　　　　　ヤマゴ（金井）・本間書店（畑野）・池田屋商店（真野）・

　　　　　　ホンマ衣料品店（新穂）・玉箋堂（羽茂）で好評発売中！

●お問い合わせ　アミューズメント佐渡　☎52-2001

お問い合わせ
・航空券のご予約・お求め
　　新潟交通佐渡(株)くれよん佐渡　☎57-1116
・就欠航など運航状況　
　　新日本航空(株)新潟運航所　☎025-278-3831

佐渡－新潟航空路線の運航スケジュールが変更になりました
新潟発 → 佐渡着 佐渡発 → 新潟着

101便

103便

105便

107便

9：15→ 9：40

11：05→11：30

14：15→14：40

16：05→16：30

102便

104便

106便

108便

10：10→10：35

13：20→13：45

15：10→15：35

17：00→17：25

松下奈緒 コンサート ツアー 2012

区分 路線名

国内

国際

成田線

名古屋小牧線

福岡線

札幌線

上海線

便　　数 備考

0往復／日 → 1往復／日

0往復／日 → 1往復／日

2往復／日 → 3往復／日

3～4往復／日 → 5～6往復／日

2往復／週 → 4往復／週

新設

新設

増便

増便

増便

○ 新潟空港がさらに便利になりました！
新潟空港発着の新設・増便路線（平成24年度上期スケジュール）

新潟空港の新設・増便に関するお問い合わせ　
　新潟県交通政策局空港課　☎025-280-5471

●時刻表　3月16日～10月31日 佐渡―新潟間25分！
空の旅をお楽しみください。

佐渡―新潟間25分！

※104便～108便は10月11日～17日まで10分早発、10月18
日～25日まで20分早発、10月26日～31日まで30分早発とな
ります。
※不定期運航のため、表記の時刻はあくまで目安です。
　また、航空機整備のため運休日があります。

※3月25日から新設・増便　（札幌線は7月13日から増便）
※運航スケジュールの詳細については、新潟空港ホームページでご確
認ください。 URL：http://www.niigata-airport.gr.jp

空の旅をお楽しみください。
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